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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　記録媒体に液体を噴射する記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドを収容する筐体と、
　前記筐体の前記記録媒体が排出される側を正面とする前記筐体の側面に装着され、前記
液体を収容する液体収容体と、
　前記液体収容体から前記記録ヘッドに前記液体を供給する供給部と、を備え、
　前記筐体の前記側面における前記液体収容体より上部に、第１の取っ手部を備えること
を特徴とする記録装置。
【請求項２】
　記録媒体に液体を噴射する記録ヘッドと、
　前記記録ヘッドを収容する筐体と、
　前記液体を収容する液体収容体と、
　前記液体収容体から前記記録ヘッドに前記液体を供給する供給部と、
　前記液体収容体を収容する液体収容ユニットと、
　前記筐体の前記記録媒体が排出される側を正面とする前記筐体の側面に取り付けられ、
前記液体収容ユニットを着脱可能に装着する装着部と、を備え、
　前記液体収容ユニットが前記装着部に装着された状態において、前記装着部における前
記液体収容ユニットより上部に、第１の取っ手部を備えることを特徴とする記録装置。
【請求項３】
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　請求項２に記載の記録装置であって、
　前記第１の取っ手部は、前記装着部に備えられることを特徴とする記録装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の記録装置であって、
　前記液体収容体が装着された前記筐体の側面と反対側の側面に、第２の取っ手部を備え
ること
を特徴とする記録装置。
【請求項５】
　請求項２または請求項３に記載の記録装置であって、
　前記筐体における前記装着部が備えられた前記筐体の側面と反対側の側面に、第２の取
っ手部
を備えることを特徴とする記録装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の記録装置であって、
　前記第１の取っ手部は前記筐体の側面から延出することを特徴とする記録装置。
【請求項７】
　請求項２に記載の記録装置であって、
　前記第１の取っ手部は、前記側面から突出して前後方向に延在する第１延在部と、前記
側面から突出し、前記第１延在部の前後方向の端部に接続されて前記装着部側に延在する
第２延在部と、を有することを特徴とする記録装置。
【請求項８】
　請求項１から請求項７のいずれか一項に記載の記録装置であって、
　前記第１の取っ手部は、前記筐体または前記装着部とは別の部材として形成されること
を特徴とする記録装置。
【請求項９】
　請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の記録装置であって、
　前記供給部は、前記液体収容体と前記記録ヘッドと連通する液体供給チューブを備え、
　前記液体供給チューブは、前記筐体の側面を貫通し連通することを特徴とする記録装置
。
【請求項１０】
　請求項１から請求項９のいずれか一項に記載の記録装置であって、
　廃液を吸収する廃液吸収体を収容する廃液タンクが、前記液体収容体の背面側に備えら
れることを特徴とする記録装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　記録ヘッドを搭載したキャリッジを往復動させながら用紙などの記録媒体にインクを噴
射して画像を形成する記録装置には、記録ヘッドやキャリッジを収容する筐体とは別体に
液体タンクが備えられ、インクを供給するための液体供給チューブによって液体タンクか
ら記録ヘッドにインクが供給されるものがある。
　例えば、特許文献１では、筐体の側面に液体タンクが備えられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１４８５１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　筐体の側面に液体タンクが備えられると、筐体における液体タンクが備えられた側の側
面や底部を手で把持する際に支障となる。そのため、使用者が記録装置を手に持って移動
させることが困難であるという課題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上述の課題の少なくとも一部を解決するためになされたものであり、以下の
形態または適用例として実現することが可能である。
【０００６】
　［適用例１］記録媒体に液体を噴射する記録ヘッドと、前記記録ヘッドを収容する筐体
と、前記筐体の前記記録媒体が排出される側を正面とする前記筐体の側面に装着され、前
記液体を収容する液体収容体と、前記液体収容体から前記記録ヘッドに前記液体を供給す
る供給部と、を備え、前記筐体の前記側面における前記液体収容体より上部に、第１の取
っ手部を備えることを特徴とする記録装置。
【０００７】
　本適用例によれば、筐体の側面における液体収容体より上部に、第１の取っ手部を備え
る。これにより、使用者は、第１の取っ手部を把持し、記録装置を容易に移動可能である
。
【０００８】
　［適用例２］記録媒体に液体を噴射する記録ヘッドと、前記記録ヘッドを収容する筐体
と、前記液体を収容する液体収容体と、前記液体収容体から前記記録ヘッドに前記液体を
供給する供給部と、前記液体収容体を収容する液体収容ユニットと、前記筐体の前記記録
媒体が排出される側を正面とする前記筐体の側面に取り付けられ、前記液体収容ユニット
を着脱可能に装着する装着部と、を備え、前記液体収容ユニットが前記装着部に装着され
た状態において、前記装着部における前記液体収容ユニットより上部に、第１の取っ手部
を備えることを特徴とする記録装置。
【０００９】
　本適用例によれば、装着部における液体収容ユニットより上部に、第１の取っ手部を備
える。これにより、使用者は、液体収容ユニットを装着部に装着した状態で、第１の取っ
手部を把持し、記録装置を容易に移動可能である。
【００１０】
　［適用例３］前記第１の取っ手部は、前記装着部に備えられることを特徴とする上記記
録装置。
【００１１】
　本適用例によれば、第１の取っ手部を固定するための固定部を別途に筐体に設けなくて
もよいので、記録装置が大型化することを抑制できる。
【００１２】
　［適用例４］前記液体収容体が装着された前記側面と反対側の側面に、第２の取っ手部
を備えることを特徴とする上記記録装置。
【００１３】
　本適用例によれば、安定した姿勢で記録装置を移動できる。
【００１４】
　［適用例５］前記筐体における前記装着部が備えられた前記側面と反対側の側面に、第
２の取っ手部を備えることを特徴とする上記記録装置。
【００１５】
　本適用例によれば、安定した姿勢で記録装置を移動できる。
【００１６】
　［適用例６］前記液体収容ユニットは、前記装着部に対して着脱可能であることを特徴
とする上記記録装置。
【００１７】
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　本適用例によれば、液体収容体に液体を注入するときの作業が容易に行われる。
【００１８】
　［適用例７］前記第１の取っ手部は、前記側面から突出して前後方向に延在する第１延
在部と、前記側面から突出し、前記第１延在部の前後方向の端部に接続されて前記装着部
側に延在する第２延在部と、を有することを特徴とする上記記録装置。
【００１９】
　本適用例によれば、使用者が第１の取っ手部を把持するときの保持性が高い。また、剛
性が高い取っ手部が形成される。
【００２０】
　［適用例８］前記第１の取っ手部は、単独の部材として形成されることを特徴とする上
記記録装置。
【００２１】
　本適用例によれば、記録装置の製造コストが増加することを抑制できる。
【００２２】
　［適用例９］前記供給部は、前記液体収容体と前記記録ヘッドと連通する液体供給チュ
ーブを備え、前記液体供給チューブは、前記側面を貫通することを特徴とする上記記録装
置。
【００２３】
　本適用例によれば、液体供給チューブが筐体や装着部の外側に配置されないので、使用
者が第１の取っ手部を把持するとき、液体供給チューブが支障とならない。
【００２４】
　［適用例１０］廃液を吸収する廃液吸収体を収容する廃液タンクが、前記液体収容体の
背面側に備えられることを特徴とする上記記録装置。
【００２５】
　本適用例によれば、使用者が第１の取っ手部を把持するとき、廃液タンクが支障となら
ない。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】インクジェット式プリンターの外観斜視図。
【図２】倒した状態のタンクユニットの斜視図。
【図３】筐体を取り外した状態のインクジェット式プリンターの斜視図。
【図４】装着部が備えられた側面と反対側の側面に取っ手部が設けられた部分を示す斜視
図。
【図５】実施形態２における筐体に取っ手部が備えられた部分を示す斜視図。
【図６】実施形態３における筐体に取っ手部が備えられた部分を示す斜視図。
【図７】実施形態４におけるインクジェット式プリンターの外観斜視図。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　（実施形態１）
　実施形態１について図を参照して説明する。図１は、本実施形態における記録装置とし
てのインクジェット式プリンター（以降は、プリンターという）１の外観斜視図である。
【００２８】
　筐体２の背面側上部には、使用者が取っ手部８を把持し、矢印方向Ｄ４に回動可能な上
面カバー７が備えられる。筐体２の正面側には、使用者が取っ手部１０を把持し、矢印方
向Ｄ５に回動可能な正面カバー９が備えられる。
【００２９】
　筐体２の上面には、操作パネル６が設けられ、操作パネル６には、印刷条件を設定する
操作ボタン４、電源のオン・オフを操作する操作ボタン３、印刷状態を表示する表示部５
が備えられる。
【００３０】
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　筐体２の側面２ａには、装着部１１が備えられる。装着部１１は、筐体２の側面２ａを
形成する壁部と一体に形成される。装着部１１には、液体収容ユニットとしてのタンクユ
ニット７０が備えられる。タンクユニット７０には、一対の係合部７１，７２が設けられ
、係合部７１，７２は、装着部１１の上部における、背面側と正面側に設けられた被係合
部１２，１３と係合可能である。このような構成により、タンクユニット７０は、装着部
１１に対して着脱可能に備えられる。
【００３１】
　筐体２の側面２ａにおけるタンクユニット７０の鉛直方向Ｄ３における上部には、取っ
手部８０が設けられる。取っ手部８０は、筐体２の側面２ａと装着部１１と一体に形成さ
れる。
【００３２】
　取っ手部８０は、側面２ａから突出して前後方向（副走査方向Ｄ２）に延在する第１延
在部８１と、第１延在部８１の前後方向における両端部にそれぞれ接続し、側面２ａから
突出して鉛直方向Ｄ３における下方に延び、装着部１１の上面１１ａに接続する第２延在
部８２，８３とを有する。
【００３３】
　このような取っ手部８０の構成により、使用者は、第１延在部８１、第２延在部８２，
８３、装着部１１の上面１１ａによって囲まれる開口部８４に手の指先を入れて、第１延
在部８１を把持することができる。
【００３４】
　図２は、倒した状態のタンクユニット７０の斜視図である。タンクユニット７０には、
インクタンク７５が収容される。インクタンク７５は６箇の液体容器７５ａが一体に形成
され、イエローインク、マゼンタインク、シアンインク、ライトマゼンタインク、ライト
シアンインク、モノクロインクがそれぞれの液体容器７５ａに貯留される。
【００３５】
　使用者は、図１の姿勢状態のタンクユニット７０を、図２の係合部７１，７２が設けら
れた側を上側となる姿勢状態に倒し、カバー７４を回動させて開ける。そして、使用者は
、液体容器７５ａに設けられたキャップ７６を取り外し、注入口（不図示）からインクを
注入する。
【００３６】
　液体供給チューブ３０の一方は、液体容器７５ａと連通し、他方は、装着部１１に設け
られた開口部１４を通り、筐体２の内部に配置される。
【００３７】
　図１のタンクユニット７０には、透明部材からなる視認部７３が設けられる。使用者は
、視認部７３を介して、タンクユニット７０内の液体容器７５ａのインク残量を視認可能
である。
【００３８】
　図３は、図１の筐体２を取り外した状態のプリンター１の斜視図である。図１の上面カ
バー７を回動させて開けると、記録媒体としての用紙（不図示）を載置する載置面２５と
フレーム２４との間に設けられた開口部２６が露出する。
【００３９】
　キャリッジ２０は、液体としてのインクを噴射する記録ヘッド２１を下部に備え、フレ
ーム２４に支持されるガイドレール２２に沿って、主走査方向Ｄ１に往復移動可能に備え
られる。キャリッジ２０は、ベルト２３に固定され、モーター（不図示）によって駆動す
るベルト２３の回転に伴って、往復移動する。
【００４０】
　載置面２５に載置された用紙は、開口部２６からキャリッジ２０の下側に給紙され、搬
送ローラー対（不図示）によって副走査方向Ｄ２に搬送される。搬送される用紙に対して
、往復移動する記録ヘッド２１からインクが噴射されて、用紙に画像が記録される。
【００４１】
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　図１の正面カバー９が回動し開けられた状態で、画像が記録された用紙は、排出ローラ
ー２７によって副走査方向Ｄ２に排出される。
【００４２】
　液体供給チューブ３０は、イエローインク、マゼンタインク、シアンインク、ライトマ
ゼンタインク、ライトシアンインク、モノクロインクをそれぞれ供給する複数の液体供給
チューブ３０から構成され、液体供給チューブ３０の一方は、タンクユニット７０の液体
容器７５ａ（図２参照）と連通し、他方は、記録ヘッド２１と連通する。インクの供給方
向における上流側となる液体容器７５ａのインクは、液体供給チューブ３０を介して、下
流側となる記録ヘッド２１に供給される。
【００４３】
　液体供給チューブ３０の上流部は、固定部３１，３２によって主走査方向Ｄ１に延設さ
れる支持部３７に固定される。液体供給チューブ３０の下流部は、湾曲形状に折り返され
て下流側の端部がキャリッジ２０に固定される。
【００４４】
　液体供給チューブ３０の下流部は、可撓性を有するプレート３３に沿って配置され、プ
レート３３に設けられた結束部３４，３５によって結束される。キャリッジ２０の主走査
方向Ｄ１の往復移動に伴って、液体供給チューブ３０の下流部は支持部３７に載置されて
フレキシブルに追従する。
【００４５】
　図４は、装着部１１が備えられた側面２ａと反対側の側面２ｂに取っ手部８５が設けら
れた部分を示す斜視図である。側面２ｂには、前後方向に延びる溝が形成された取っ手部
８５が設けられる。使用者は、取っ手部８５と図１の取っ手部８０とを把持し、プリンタ
ー１を安定した姿勢で移動できる。
【００４６】
　以上、本実施形態で説明した図３のプリンター１は、用紙にインクを噴射する記録ヘッ
ド２１と、記録ヘッド２１を収容する筐体２と、筐体２の用紙が排出される側を正面とす
る筐体２の側面２ａに装着され、インクを収容する液体収容体としてのインクタンク７５
と、インクタンク７５から記録ヘッド２１にインクを供給する供給部と、インクタンク７
５を収容する液体収容ユニットとしてのタンクユニット７０と、筐体２の側面２ａに取り
付けられ、タンクユニット７０を着脱可能に装着する装着部１１と、を備え、タンクユニ
ット７０が装着部１１に装着された状態において、装着部１１におけるタンクユニット７
０より上部に取っ手部８０（第１の取っ手部）を備える。インクを供給する供給部は、液
体供給チューブ３０を含んで構成される。
【００４７】
　この構成によれば、使用者は、タンクユニット７０を装着部１１に装着した状態で、取
っ手部８０を把持し、プリンター１を容易に移動可能である。
【００４８】
　また、筐体２における装着部１１が備えられた側面２ａと反対側の側面２ｂに、取っ手
部８５（第２の取っ手部）を備える。この構成により、使用者は、安定した姿勢でプリン
ター１を移動できる。
【００４９】
　また、タンクユニット７０は、装着部１１に対して着脱可能である。この構成によれば
、図２を用いて説明したように、タンクユニット７０を装着部１１から取り外し、タンク
ユニット７０にインクを注入するときの作業が容易に行われる。
【００５０】
　また、取っ手部８０は、装着部１１が備えられた側面２ａから突出して前後方向に延在
する第１延在部８１と、側面２ａから突出し、第１延在部８１の前後方向の端部に接続さ
れて装着部１１側に延在する第２延在部８２，８３と、を有する。この構成によれば、使
用者が取っ手部８０を把持するときの保持性が高い。また、剛性が高い取っ手部８０が形
成される。
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【００５１】
　取っ手部８０を、側面２ａを構成する壁部および装着部１１とは別体の単独の部材とし
て形成してもよい。これにより、プリンター１とは異なる構成のプリンターに備える取っ
手部と共通の構成にすれば、プリンター１の製造コストが増加することを抑制できる。
【００５２】
　また、供給部は、タンクユニット７０と記録ヘッド２１と連通する液体供給チューブ３
０を備え、液体供給チューブ３０は、筐体２における装着部１１が備えられた側面２ａと
、装着部１１を貫通する。
【００５３】
　これにより、液体供給チューブ３０が筐体２や装着部１１の外側に配置されないので、
使用者が取っ手部８０を把持するとき、液体供給チューブ３０が支障とならない。
【００５４】
　（実施形態２）
　実施形態１のプリンター１に備えられた取っ手部８０は、第１延在部８１の前後方向に
おける両端部に接続する第２延在部８２，８３を有したが、第１延在部の前後方向におけ
る一方の端部に接続する第２延在部を有する取っ手部でもよい。
【００５５】
　図５は、実施形態２におけるプリンター１ａの筐体２の側面２ａに取っ手部９０が設け
られた部分を示す斜視図である。取っ手部９０は、筐体２の側面２ａにおけるタンクユニ
ット７０より鉛直方向Ｄ３の上部に設けられる。
【００５６】
　取っ手部９０は、装着部１１が備えられた側面２ａから突出して前後方向に延在する第
１延在部９１と、第１延在部９１の前後方向の正面側の端部に接続されて、側面２ａから
突出して鉛直方向Ｄ３に延在し、装着部１１に接続する第２延在部９２とを有する。
【００５７】
　第１延在部９１、第２延在部９２は、側面２ａを構成する壁部および装着部１１と一体
に形成される。この構成によれば、第１延在部９１の前後方向の背面側の端部と装着部１
１の上面１１ａとの間は、背面側と図面右側とが開放されているので、使用者は、手の先
を容易に第１延在部９１の下方に侵入させて、第１延在部９１を把持することができる。
実施形態２のプリンター１ａのその他の構成は、実施形態１のプリンター１の構成と同じ
である。
【００５８】
　（実施形態３）
　実施形態１、実施形態２では、取っ手部８０，９０を装着部１１に備えたが、実施形態
３では、取っ手部を装着部に備えずに、筐体の側面に備えた記録装置について説明する。
【００５９】
　図６は、実施形態３におけるプリンター１ｂの筐体２の側面２ａに取っ手部９５（第１
の取っ手部）が設けられた部分を示す斜視図である。取っ手部９５は、筐体２の側面２ａ
におけるタンクユニット７０より鉛直方向Ｄ３の上部に設けられる。すなわち、取っ手部
９５は、タンクユニット７０に収容された液体収容体としてのインクタンク７５（図２参
照）より上部に備えられる。
【００６０】
　取っ手部９５は、装着部１１が備えられた側面２ａから突出して前後方向に延在する第
１延在部９６を有する。第１延在部９６は、装着部１１の上面１１ａから離れた位置に形
成される。取っ手部９５は、側面２ａを構成する壁部および装着部１１と一体に形成され
る。
【００６１】
　この構成によれば、第１延在部９６と装着部１１の上面１１ａとの間は、正面側、背面
側、側面２ａの図面右側が開放されているので、使用者は、手の先を容易に第１延在部９
６の下方に侵入させて、第１延在部９６を把持することができる。実施形態３のプリンタ
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【００６２】
　（実施形態４）
　実施形態４では、装着部１１の背面側に廃液タンクを備えた記録装置について説明する
。図７は、実施形態４におけるプリンター１ｃの外観斜視図である。図７は、実施形態１
で説明した図１のプリンター１に廃液タンク１００を追加したものである。プリンター１
ｃは、装着部１１の背面側に、廃液を吸収する廃液吸収体１０１を収容する廃液タンク１
００を備える。
【００６３】
　所謂、縁なし印刷を行うときは、用紙の端部の外側に記録ヘッド２１からインクを噴射
させて、用紙の端部に画像を形成することが行われる。用紙の端部の外側に噴射されたイ
ンクは、筐体２の内部に配置された図示しない、廃液吸収材やチューブなどの経路を通り
、廃液として回収され、廃液タンク１００に収容される。
【００６４】
　プリンター１ｃには、側面２ａを構成する壁部と装着部１１と一体に形成された取っ手
部８０を備える。これにより、使用者は、廃液タンク１００が支障となることがなく、取
っ手部８０を把持し、プリンター１ｃを容易に移動させることができる。
【符号の説明】
【００６５】
　１，１ａ，１ｂ，１ｃ…インクジェット式プリンター、２…筐体、２ａ，２ｂ…側面、
１１…装着部、１４…開口部、２０…キャリッジ、２１…記録ヘッド、３０…液体供給チ
ューブ、７０…タンクユニット、７５…インクタンク、８０，８５，９０，９５…取っ手
部、８１，９１，９６…第１延在部、８２，８３，９２…第２延在部、１００…廃液タン
ク、１０１…廃液吸収体、Ｄ３…鉛直方向。

【図１】 【図２】
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